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VIPTMは、ナショナルセミコンダクター社の商標です。

ピン配置図

LM6265/LM6365
高速オペアンプ VIPTM

概要
　LM6365ファミリはわずか 5mA の電源電流で、スルーレート
300V/µs、および 725MHzのGBW(ゲインは 25倍以上で安定)を得る
ことができ、優れたスピード、およびパワー特性をもつ高速オペアン
プシリーズです。単一5V電源から動作する広い動作電源範囲を備えて
いるため、省電力化・広ダイナミックレンジに対応しやすく、多様なア
プリケーションに適しています。
　LM6365ファミリは、ナショナルセミコンダクター社の全く新しい
プロセス・テクノロジであるVIP™(Virtically Integrated PNP)プロセス
を用い、相互に補完する高速NPN/PNPトランジスタを集積したもので
す。従来の高速オペアンプに多く用いられている高価で複雑な誘電体
分離プロセスを排し、当社独自の先進的な接合分離プロセスを用いる
ことにより、高速性に優れたオペアンプを実現しました。

特長
■ 高スルーレート 300V/µs

■ 高ゲイン -バンド幅積 725MHz

■ 低消費電流 5mA

■ 高速セトリング・タイム 80ns(0.1%)

■ 低微分利得 ＜ 0.1%

■ 低微分位相 0.1˚

■ 広い電源電圧範囲 4.75V～ 32V

■ 無限容量性負荷でも安定

アプリケーション
■ ビデオ・アンプ
■ 広帯域信号処理など
■ レーダ
■ ソナー

ご注意：この日本語データシートは参考資料として提供しており、内容が最新でない場合があります。
        製品のご検討およびご採用に際しては、必ず最新の英文データシートをご確認ください。
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絶対最大定格 (Note 1)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。
関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照下さい。

電源電圧 (V＋～V－) 36V

差動入力電圧 (Note 7) ± 8V

同相入力電圧範囲 (Note 11) (V＋－ 0.7)～(V－＋ 0.7V)

グランドへの出力短絡時間 (Note 2) 連続
ハンダ付け条件
デュアルイン・ライン・パッケージ(N)

ハンダ付け(10秒) 260℃
    SOパッケージ(M)

ベーパフェーズ法 (60秒) 215℃
赤外線法 (15秒) 220℃

　その他の表面実装法についてはアプリケーションノートAN-450“表
面実装法と製品信頼性上における効果”を参照ください。

保存温度範囲 － 65℃～＋ 150℃
最大接合部温度 (Note 3) 150℃
ESD耐圧 (Note 7、8) ± 700V

動作定格

動作温度範囲 (Note 3)

    LM6265 －25℃≦TJ≦＋ 85℃
    LM6365 0℃≦TJ≦＋ 70℃
電源電圧範囲 ＋ 4.75V～＋ 32V

DC電気的特性
　特記のない限り、すべての値は電源電圧＝±15V、VCM＝0V、RL≧100kΩ、RS＝50Ωに対して保証されます。太文字表記のリミット値はTA

＝TJ＝TMIN～TMAXの温度範囲で適用されます。その他のTA＝TJ＝25℃で適用されます。
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　特記のない限り、すべての値は電源電圧＝±15V、VCM＝0V、RL≧100kΩ、RS＝50Ωに対して保証されます。太文字表記のリミット値はTA

＝TJ＝TMIN～TMAXの温度範囲で適用されます。その他のTA＝TJ＝25℃で適用されます。

AC電気的特性
　特記のない限り、すべての値は電源電圧＝±15V、VCM＝0V、RL≧100kΩ、RS＝50Ωに対して保証されます。太文字表記のリミット値はTA

＝TJ＝TMIN～TMAXの温度範囲で適用されます。その他のTA＝TJ＝25℃で適用されます。

Note 1: 「絶対最大定格」とはデバイスが損傷を受けない限度のことです。「動作定格」とはデバイスは機能するが、規定の性能限界値は保証
されない条件のことです。

Note 2： 温度上昇時における出力短絡時の連続動作では、最大許容接合部温度150℃を超えることになるので、定格を熱抵抗に基づき低減し
なければなりません。

Note 3： 接合部-周囲温度における熱抵抗：モールド・プラスチックDIPでは105℃/W、モールド・プラスチックSO(M)パッケージでは155℃/W、
すべての数字は、プリント回路板に直接ハンダ付けされた場合のものです。

Note 4： リミット値は試験または相関により保証されます。
Note 5： 単一電源動作時には、次の条件が適用されます：V＋＝ 5V、V－＝ 0V、VCM＝ 2.5V、VOUT＝ 2.5V。ピン 1とピン 8(VOS調整)は、最大

出力振幅を実現するためにそれぞれピン4(V－)に接続されます。これはVOS、VOSドリフト、そして入力電圧ノイズを悪化させます。
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AC電気的特性 (つづき)

Note 6： CL≦ 5pF

Note 7： 最適なAC特性を実現するために、入力段は保護クランプなしで設計されています。最大差動入力電圧を超えると、入力トランジス
タの1つのベース・エミッタ接合部の逆降伏を生じます。また、入力パラメータ（特にVOS、IOS、およびノイズ）にも悪影響を与えま
す。

Note 8： 最も弱いピンの組合せ(ピン 2、またはピン 3を含む)でも耐えることができ、なおかつデータシートの規格値に適合する平均電圧。
使用した試験回路は、人体モデルに基づき、直列抵抗 1500Ωと 100pFのコンデンサから成る回路を使用し、各端子に放電させます。

Note 9： VIN＝ 0.8Vステップ。V＋＝± 5Vについては、VIN＝ 0.2Vステップ。
Note 10： 電圧利得は、全出力振幅(20V)をその振幅を発生させるのに必要な入力信号で割ったものです。
Note 11： V＋といずれかの入力端子間での電圧は、36Vを超えてはいけません。

代表的な性能特性 特記のない限り、RL＝ 10k 、TA＝ 25℃
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Note 12： LM6362バッファを直列に接続し、25倍の利得をもつように構成されたLM6365オペアンプを4つ直列接続とし、測定した微分利得、
および微分位相。LM6321で加わる誤差は無視できます。この測定は、テクトロニクス社のType 520 NTSCテスト・システムを使用し
て測定されたものです。
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代表的な性能特性 特記のない限り、RL＝ 10k 、TA＝ 25℃（つづき）
　



8http://www.national.com

L
M

62
65

/L
M

63
65

アプリケーション・ヒント

　LM6365は、周波数補正はされていませんが、25倍以上の利得動作で
は安定しています（規定温度範囲、電源電圧、および負荷において）。
LM6361、およびLM6364はLM6365の補正バージョンであり、それぞ
れのデータシートで規定されています。LM6361は、ユニティ・ゲイン
で安定に動作し、LM6364は最低 5倍以上の利得で安定して動作しま
す。LM6361、および LM6364は、LM6365と同じ高スルーレート
（代表値 300V/µs）を有しています。
　LM6365を25倍以下の利得で使用する場合は、入力端子間に直列接
続された抵抗―コンデンサ回路網を追加（代表的なアプリケーション
のNoise Gain Compensationの箇所を参照）し、高周波ノイズ利得が最低
25倍に増大するようにしてください。
　電源のバイパスを実施すれば、LM6365の安定性、および過渡応答が
改善されるため、どの設計にも推奨されています。0.01µF～ 0.1µFの

セラミック・コンデンサを使用してください（各電源ラインからグラン
ドへ）。デバイスが電源から離れている場合には、2.2µF～10µFのタン
タル・コンデンサの追加により、余分なノイズを低減させることができ
ます。
　すべてのリード線を短くして、浮遊容量とリードインダクタンスを
低減させ、特に大きな電流が流れる箇所のグランド経路は低インピー
ダンスになるようにしてください。回路のレイアウトにおける浮遊容
量によって、信号が隣接ノード間で結合し、周波数に応じて利得が変
動することがあります。
　ブレッドボード回路は、しっかりしたグランド・ブレーンをもつPC

ボードを使用して組み立てると、最適な動作が実現できます。オペア
ンプを回路ボードにハンダ付けしないで、ソケットに装着して使用す
る場合は、入力容量が付加されて、回路の性能が低下します。

代表的なアプリケーション

等価回路
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代表的なアプリケーション（つづき）
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外形寸法図 特記のない限り inches(millimeters) (つづき)
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　本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。また掲載内容
は予告無く変更されることがありますのでご了承下さい。

生命維持装置への使用について
　弊社の製品はナショナルセミコンダクター社の書面による許可なくしては、生命維持用の装置またはシステム内の重要な部品として使用す
ることはできません。

1. 生命維持用の装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用さ
れることを意図されたもの、または（b）生命を維持あるいは支持す
るものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用
された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与えると予想
されるものをいいます。

2. 重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべ
ての部品をいい、これの不具合が生命維持用の装置またはシステム
の不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが
予想されるものをいいます。

ナショナルセミコンダクタージャパン株式会社
本　社／〒 135-0042　東京都江東区木場 2-17-16　TEL.(03)5639-7300

製品に関するお問い合わせはカスタマ・レスポン
ス・センタのフリーダイヤルまでご連絡ください。

フリーダイヤル�

0120-666-116

ち
き
ゅう
にやさしい

みどりをまも
る

この紙は再生紙を使用しています

http://www.nsjk.co.jp/
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